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　 目的 ：BECCT の患児におけ る局所継血流動態

（rCBF ）を SPECT 検査で測定 し、脳波所見と

比較 、検討した 。 対象 ：対象は BECCT と診断され

た患児 13 例 （男児 6例 、 女児 7例）で ある 。 そ の う

ちの 2 例は 12 〜 18 カ月の間隔で 2回SPECT 検

査を行 っ た 。 結果 ： （1） SPECT にて rCBF 低

下域を認めた症例は 11 例で 、 正常は2 例であっ た 。

（2 ） SPECT 異常例の うち中心部、側頭部 、頭頂

部の rCBF の 低下を認め た症例が 9 例、前頭部が 6

例で あ っ た 。 （3 ）前頭部に rCBF 低下を認めた 6

例は全例とも脳波上 焦点 と同側であり、その うち 2 例

は前頭部の み et　rCBF 低下を認め た 。 （4 ） SP −

ECT にて異常を示 した 11 例中 5例 （45 ．5 ％）

は脳波上焦点 と SPECT 異常部位が噌 致し、不一致

例は 6 例 （54 ．5 ％）であ っ た 。 （5 ） SPECT

を繰り返 し行 っ た2 例中 、1例は脳波所見の改善とと

も に rCBF の正常化がみ られ 、 他の 1例は脳波上発

作波は持続して いたがけいれんは消失 し、rCBF 低

下域の 狭小化がみ られ泛 。 考察 ：小児け い れんの 病巣

部位は CNS の 発達や 、治療及び疾患の 経過とともに

変化す ると言われ ている 。 BECCT におけ るRo −

1andic 　 discharge の振幅や出現部位

も経時的に変化 し、また年齢とともに消失してい くと

報告さ れ て い る 。 今回の 検討で 、Roland 領域の

み な らず 、そ の 周囲の 領域で も rCBF が低下して い

る症例を認めtaこ とか ら 、 病巣が広範囲に存在す る可

能性があると思われ た。 繰 り返し SPECT 検査を施

行した症例において rCBF 低下域の狭小化あるい は

正常化を認めた こ とは 、臨床症状や 脳波所見とほほi相

関ずる結果で ある 。 SPECT 検査は BECCT の病

態解明や病巣部位の 決定に有用で あ ると考える 。

　 てんかん患者の 認知障害を発作波活動と関連させ理解 し

ようとする襴 睡C・理学的アプ ロ ーチが試み られるようにな

っ てい る。そしてこ うい っ た研究を進める新しい方法とし

てSPECr（si   le　photon　emission （恥 が注目され ， てんか

ん患者 の神経心理検査成績とSPE（rr像につ い て その 関連 を

研究した報告が増えつ つ ある。本研究ではてんかんで も特

に認知機能の障害が多 く認め られ ， かつ 発作波活動が限局

して い る と考えられる側頭葉て んかん患者を対象として神

経 O哩 検査成績，発作波活動，SPE  像それぞれ の関連に

つ い て検討した。

　側頭葉てんかん患者7名（男6名，女1名 ，24〜68歳，平均

43．7± 16．3歳，左焦点群4名，右焦点群3名》，正常対照者

（男6名，女4名，22〜56歳，平均30．5± 10．3歳）を対象とし

た 。 撫 心理検査は digit　span ，　 spatial 　 span （それぞれ

左と右前頭・頭頂葉機能），digit＋l　span ，　spatial ＋i　span

（左と右側頭
一
海馬機能〉，非蹇間条件連合学習検査 ， 空間

条件連合学習検査（左 と右前頭一海馬機能）を全対象に行な

っ た。EEG，　 speT （1231
− IMPあるい は

SSzaTc −eCD を使用 ）

は全患者に行なっ た。

　その結果，  神経心理検査では正常対照群は てん か ん群

にくらべ 全て の検査で成績がよか っ た，  発作披焦点と局

所脳血流 （r（BF）低下領域が一致 した症例は5名 ，部分的に

一致した症例は 1名，一
致 しなか っ た症例は1名であ り，EE

G ・　SPECI’の 所見間にはよい
一

致がみ られた ，  脳 O哩

検査により障害部位が推定された症例は5名，その うち障

害部位と発作波焦点が一
致 した症例は3名 ， 障害部位と低r

  噸 域が
一

致 した症例は 4名であり，約半敷 の 症例で神経

’C哩 検査 ・EEG・SP1朔 それぞれか ら推測される障害部位

がL−一致 した。

　これらの結果よ り側頭葉てんかんにお いて発作波焦点 ・

認知障害 ・specr像の間に関連があることが支持された 。

しか し，一
部の症例にお い て所見間に不

一致を認めたの で

当日はこの 点につ い て も合せて考察をした い（なお，99 ・Tc−

ECDは東大病院治験薬審査委員会の承諾を得て使用した）。
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